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明けましておめでとうございます。今年も農学部学⽣会をよろしくお願い致します。 
2021 年を迎えましたが、今年もインフルエンザの季節がやってきました。今年度は新型

コロナウイルスの流⾏により、国⺠の感染予防の意識が強まったことでインフルエンザの
患者数が激減しています。コロナウイルスの流⾏のせいで、後から来たインフルエンザウ
イルスが阻害される（ウイルス⼲渉）可能性も指摘されています。しかし、コロナウイル
スの流⾏が始まっている今でも対策を⾏うことは⼤切なので、対策をおさらいしましょう。 

 
インフルエンザとは？  

インフルエンザは細菌ではなくウイルスで、⽣きた細胞の中でしか増殖しません。しか
し、ドアノブなど⼈がよく触れる部分から接触感染するケースは多く存在します。インフ
ルエンザウイルスには A 型、B 型、C 型の 3 つが存在しており、主に A 型ウイルスによっ
て⼤きな流⾏が起こります。 

インフルエンザウイルスは変異しやすい性質を持っているため、毎年のように流⾏が繰
り返されます。また、条件にもよりますが、通常の⾶沫が付着した場合は、2〜8 時間⽣存
するとされています。つまり、半⽇もたたず⽣きている細胞外では⽣存できないというこ
とになります。 
 
【⾝近な予防法】 
〇咳エチケットについて 
・咳・くしゃみが出る時は、他の⼈にうつさないためにマスクを着⽤しましょう。マスク

を持っていない場合は、ティッシュや腕の内側などで⼝と⿐を押さえ、他の⼈から顔を
そむけて 1ｍ以上離れましょう。 

・⿐汁・痰などを含んだティッシュはすぐにゴミ箱に捨て、⼿のひらで咳やくしゃみを受
け⽌めた時はすぐに⼿を洗いましょう。  

・咳をしている⼈にマスクの着⽤をお願いしましょう。 
〇⼿洗い、うがい 

⽖は短く切りましょう。 
指の間や⼿⾸、⼿の甲まで⽯鹸やハンドソープで丁寧に洗い、洗い終わったらすぐに清
潔なタオルやペーパータオルで拭き取り⼗分に乾かしましょう。 
〇⽣活習慣・環境 
睡眠を⼗分とり、栄養バランスに気を付け、規則正しい⽣活を⼼がけましょう。 
インフルエンザウイルスは、乾燥している環境で増殖するため、空気を乾燥させないよう
に加湿が有効となります。 
〇予防接種 

インフルエンザワクチンの予防接種には、発症をある程度抑える効果や、重症化を予防
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する効果があります。予防接種をすれば絶対に感染しないということはありませんが、予
防接種を受けていると、感染しても⾼熱にはならず回復も早い傾向にあります。ワクチン
の接種から効果が表れるまで 2 週間程度かかりますので、接種を検討中の⽅は流⾏が始ま
る前に接種しておくことをお勧めします。 
 
・インフルエンザの症状 
⾵邪（普通感冒）とは異なり、⽐較的急速に出現する悪寒、発熱、頭痛、全⾝倦怠感、筋
⾁痛、関節痛などの全⾝症状が強いことを特徴とし、咽頭痛、⿐汁、⿐閉、咳、痰などの
気道炎症状も伴います。通常は約１週間で軽快しますが、腹痛、嘔吐、下痢といった胃腸
症状を伴う場合もあります。 
 
・インフルエンザの治療 

上記のような症状が疑われた場合、まず岡⼭⼤学⽣が利⽤できる保健管理センターを訪
れることをおすすめします。保健管理センターで適切な診断をしてもらい、病院を紹介し
てもらいましょう。インフルエンザの治療薬は 48 時間以内でないと⼗分な効果が期待で
きないので、効果的な使⽤のためにも医師の指⽰をよく聞き、⽤法、⽤量、期間を守りま
しょう。 
 
・インフルエンザでの公⽋ 

また、もしインフルエンザに罹患したら、発症した後５⽇を経過し、かつ、解熱した後
２⽇を経過するまでが出席停⽌期間です。公⽋の届出は、別紙様式３「授業公⽋届（感染
症）」により、学⽣が所属する学部等の教務担当へ、医師が発⾏する罹患期間の記載された
診断書（治癒証明書）（コピー可）または発症⽇の記載された診断書（コピー可）及び「イ
ンフルエンザ経過報告書」の提出が必要となります。 

 
以上のことに注意して、よい新年を過ごしましょう。 
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http://idsc.nih.go.jp/disease/swine_influenza/QAFlu09-2.html 
 


